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1992 年      開学  
1993 年        
1994 年        
1995 年        
1996 年  ● 大学設置基準大綱化の反映 指定規則改正   （看護師 93 単位・保健師 21 単位） 
1997 年        
1998 年        
1999 年        
2000 年  ○ 英語科目の変更・追加   
2001 年        
2002 年  ● 共通科目の開設 社会福祉学部開設  
2003 年        
2004 年  ● 科目見直し リハビリテーション学部開設、 
看護短期大学部と看護学部の組織統合  
2005 年      助産師課程開設  
2006 年        
2007 年  ○ 「助産学」削除 助産師課程廃止  
大学助産学専攻科開設  
2008 年  ○ 在宅看護実習を分離・追加 
専門職連携科目の追加 
社会福祉学部こども教育福祉学科開設  
2009 年  ● 改正指定規則反映 
「教職に関する科目」追加 
指定規則改正  
 （看護師 97 単位・保健師 23 単位） 
養護教諭課程設置  
2010 年        
2011 年        
2012 年  ● 保健師選択制 指定規則改正  
（保健師 28 単位） 
2013 年        
2014 年        
2015 年  ○ 「海外研修」追加   
2016 年      ３年次編入学廃止 




月日 カリキュラム検討委員会 検討事項 (丸文字は大学または学部全体の動き、斜字は教員への依頼内容)
2017 年 
4 月24 日 
・本学教育課程の変遷確認 
・卒業生および就職先によるアンケート結果から現行教育課程評価 
5 月22 日 
 
・DP(ディプロマ・ポリシ )ーと現教育課程の関連をチェックするためのDP細項目の作成  
→ 学部教員へのチェックの依頼 
・本学の特徴と現教育課程の課題等について委員間でブレインストーミング 















9 月19 日 カリキュラム全体会  
カリキュラム検討委員会で話し合われた新教育課程のねらいについて説明、 
8グループに分かれて、教員間で本学の特徴と新教育課程の方向性を話し合う 
10 月2 日 ・カリキュラム全体会での各グループからの意見の共有 
・新教育課程の変更部分を確認 
10 月 看護学教育モデル・コア・カリキュラム、および看護学分野・参照基準の公表 → 教員への周知 
11 月13 日 ・保健師課程と養護教諭課程の選択制についての検討 
・看護学部の新教育課程の卒業単位数についての検討 
12 月4 日  ・養護教諭課程の教育課程変更案の検討 
・看護学部の新教育課程の検討 
12 月12 日 学長主催「3 学部カリキュラムすりあわせ」 
12 月25 日 
 
・養護教諭課程の教育課程変更案の決定 





1 月29 日 ・看護学部の新教育課程原案の作成 … 指定規則との対応を確認 
2 月21 日 教授会で看護学部の新教育課程案を審議・決定 
2 月27 日 ・看護学部新教育課程と看護学部DPとのカリキュラムチェックの確認 
3 月19 日 ・看護学部新教育課程と看護学教育モデルコアカリキュラム大項目との対応の確認 
4 月～7 月 新教育課程申請に向けての準備、 部長会における学則変更審議（7 月） 
→科目担当者に、新教育課程の科目概要の作成を依頼 
8 月30 日 ・申請書類の確認 
・新教育課程の科目概要と看護学部DPとの調整 
10 月～11 月 看護学部新教育課程 文科省に申請 
→科目担当者に新教育課程シラバス作成及び看護学教育モデルコアカリキュラムの学修目標チェ
ックを依頼 
12 月25 日 ・教育課程変更に伴う科目の読み替えについての確認 
・新教育課程と看護学教育モデルコアカリキュラムとのチェック結果についての確認 










































































































































































＜建学の精神＞ 聖隷の理念と歴史 2 30 ※
＜建学の精神＞ キリスト教概論 2 30 ※ 必修10単位
＜建学の精神＞ キリスト教人間論 1 15 ※ 選択15単位以上
＜建学の精神＞ キリスト教の歴史 1 15 ※
＜建学の精神＞ キリスト教倫理 1 15 ※ 教養基礎領域
＜・自然・人間･社会＞ 哲学 2 30 ※ 卒業単位25単位
＜・自然・人間･社会＞ 文学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 心理学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 倫理学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 女性学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 生活福祉文化論 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ レクリエーション概論 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 音楽 1 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 健康スポーツ論 1 15 ※ ◆
＜・自然・人間･社会＞ 健康スポーツ実践 1 30 ※ ◆
＜・自然・人間･社会＞ スポーツⅠ 1 30 ※ ◆
＜・自然・人間･社会＞ スポーツⅡ 1 30 ※ ◆
＜・自然・人間･社会＞ 法学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 日本国憲法 2 30 ※ ◆
＜・自然・人間･社会＞ 医療法学 1 15
＜・自然・人間･社会＞ 経済学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 教育学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 社会学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 現代コミュニティ論 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 生物学 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 生命科学 2 30
＜・自然・人間･社会＞ 教育原理 2 30 ◆
＜・自然・人間･社会＞ 教育心理学 2 30 ◆
＜・自然・人間･社会＞ 教育制度論 2 30 ◆
＜・自然・人間･社会＞ 物理学 2 30
＜・自然・人間･社会＞ 化学 2 30
＜・自然・人間･社会＞ 統計学の基礎 2 30
＜・自然・人間･社会＞ 基礎講座 1 15
＜・自然・人間･社会＞ 基礎演習 1 30
＜・自然・人間･社会＞ 日本語表現法 2 30 ※
＜・自然・人間･社会＞ 情報処理A 1 30 ※ ◆
＜・自然・人間･社会＞ 情報処理B 1 30 ※ ◆
＜・自然・人間･社会＞ キャリアデザイン 1 15 ※
＜国際・地域＞ 英語Ⅰ 1 30 ※ ◆
＜国際・地域＞ 英語Ⅱ 1 30 ※ ◆
＜国際・地域＞ 英語Ⅲ(看護英語) 1 30 1単位
＜国際・地域＞ 英語Ⅳ 1 30 ※ 以上
＜国際・地域＞ 英語Ⅴ 1 30 ※
＜国際・地域＞ 中国語 1 30 ※
＜国際・地域＞ 外国語 1 30 ※
＜国際・地域＞ 海外研修 1 30 ※
＜国際・地域＞ ブラジル文化と言語 2 30 ※
＜国際・地域＞ 現代の国際社会 2 30 ※
＜国際・地域＞ 文化人類学 2 30 ※
＜国際・地域＞ 国際支援入門 1 ※
＜国際・地域＞ 国際支援アクティブラーニングⅠ 1 ※
＜国際・地域＞ 国際支援アクティブラーニングⅡ 1 ※
＜国際・地域＞ 地域ケア連携の基礎 1 15 ※
＜国際・地域＞ 地域実践アクティブラーニングⅠ 1 ※
＜国際・地域＞ 地域実践アクティブラーニングⅡ 1 ※
＜国際・地域＞ 地域実践アクティブラーニングⅢ 1 ※
＜国際・地域＞ ボランティア論 1 15 ※
＜国際・地域＞ ボランティア演習 1 30 ※
＜国際・地域＞ 大学間交流授業 2 30 ※
＜社会と環境＞ 保健統計学 2 30 ◆
＜社会と環境＞ 疫学 2 30 ◆ ◆ 必修26単位
＜社会と環境＞ 公衆衛生学 2 30 選択2単位以上
＜社会と環境＞ 保健医療行政論 2 30 ◆ ◆
＜社会と環境＞ 社会福祉概論 2 30 ◆ 専門基礎領域
＜社会と環境＞ 家族関係論 2 30 卒業単位28単位
＜社会と環境＞ 養護概説 2 30 ◆
＜こころと発達＞ 生涯発達心理学 2 30 ◆
＜こころと発達＞ 臨床心理学 2 30 ◇
＜こころと発達＞ カウンセリング 2 30 ◇
＜体の仕組みと働き＞ 解剖学Ⅰ 2 30 ◆
＜体の仕組みと働き＞ 解剖学Ⅱ 1 30 ◆
＜体の仕組みと働き＞ 生理学Ⅰ 2 30 ◆
＜体の仕組みと働き＞ 生理学Ⅱ 1 30 ◆
＜体の仕組みと働き＞ 生化学 1 30
＜体の仕組みと働き＞ 代謝・栄養 1 30 ◆




＜疾病の成り立ちと回復＞薬理・薬剤 1 30 ◆
























＜基礎看護学＞ 看護学原論Ⅰ 2 30 ◆
＜基礎看護学＞ 看護学原論Ⅱ 1 15
＜基礎看護学＞ 基礎看護技術Ⅰ 1 30
＜基礎看護学＞ 基礎看護技術Ⅱ 2 60 ◆
＜基礎看護学＞ 基礎看護技術Ⅲ 1 30
＜基礎看護学＞ 基礎看護技術Ⅳ 1 30
＜基礎看護学＞ 基礎看護技術Ⅴ 2 60 看護専門領域
＜成人看護学＞ 成人看護学概論 2 30 卒業単位71単位
＜成人看護学＞ 成人看護援助論Ⅰ 1 30 (うち実習24単位)
＜成人看護学＞ 成人看護援助論Ⅱ 1 30
＜成人看護学＞ 成人看護援助論Ⅲ 1 30
＜成人看護学＞ 成人看護援助論演習 1 30
＜老年看護学＞ 老年看護学概論 2 30
＜老年看護学＞ 老年看護援助論Ⅰ 1 30
＜老年看護学＞ 老年看護援助論Ⅱ 1 30
＜母性看護学＞ 母性看護学概論 2 30
＜母性看護学＞ 母性看護援助論Ⅰ 1 30
＜母性看護学＞ 母性看護援助論Ⅱ 1 30
＜小児看護学＞ 小児看護学概論 2 30 ◆
＜小児看護学＞ 小児看護援助論Ⅰ 1 30
＜小児看護学＞ 小児看護援助論Ⅱ 1 30 ◆
＜精神看護学＞ 精神看護学概論 2 30 ◆
＜精神看護学＞ 精神看護援助論Ⅰ 1 30
＜精神看護学＞ 精神看護援助論Ⅱ 1 30 ◆
＜在宅看護学＞ 在宅看護学概論 2 30 ◆
＜在宅看護学＞ 在宅看護援助論 2 30
＜看護の統合＞ 地域包括ケア看護論 2 30
＜看護の統合＞ 看護倫理 1 15
＜看護の統合＞ 看護管理論Ⅰ 1 15
＜看護の統合＞ 看護管理論Ⅱ 1 15 統合科目
＜看護の統合＞ 国際看護論 1 15 必修7単位
＜看護の統合＞ 災害看護論 1 15 ◆ 選択2単位以上
＜看護の統合＞ 看護研究Ⅰ 1 30
＜看護の統合＞ 看護研究Ⅱ 1 30
＜看護の統合＞ 看護統合セミナー 1 30
＜看護の統合＞ 地域ケア連携演習 1 30 ※
＜看護の統合＞ 国際看護研修 1 30
＜看護の統合＞ 国際看護実習 2 90
＜臨地実習＞ 地域看護学実習 1 45 ◆
＜臨地実習＞ 基礎看護学実習Ⅰ 1 45
＜臨地実習＞ 基礎看護学実習Ⅱ 2 90
＜臨地実習＞ 急性期看護学実習 3 135
＜臨地実習＞ 慢性看護学実習 3 135
＜臨地実習＞ 老年看護学実習Ⅰ 1 45
＜臨地実習＞ 老年看護学実習Ⅱ 3 135
＜臨地実習＞ 母性看護学実習 2 90
＜臨地実習＞ 小児看護学実習 2 90 ◆
＜臨地実習＞ 精神看護学実習 2 90 ◆
＜臨地実習＞ 在宅看護学実習 2 90
＜臨地実習＞ 統合実習 2 90
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護学概論 2 30 ◆
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護技術論 2 30 ◆
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護技術論演習 1 30 ◆
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護活動論 2 30 ◆
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護活動論演習 1 30 ◆
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護総合演習 1 30 ◆
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護管理論 1 15 ◆
＜公衆衛生看護学＞ 公衆衛生看護学実習 4 180 ◆
《教職に関する科目》 教職概論 2 30 ◆
《教職に関する科目》 学校保健 2 30 ◆
《教職に関する科目》 健康相談活動 2 30 ◆
《教職に関する科目》 特別支援教育概論 1 15 ◆
《教職に関する科目》 道徳・特別活動・総合的な学習の時間 2 30 ◆
《教職に関する科目》 教育課程・方法論 2 30 ◆
《教職に関する科目》 生徒指導の理論と方法 1 15 ◆
《教職に関する科目》 教育相談の理論と方法 2 30 ◆
《教職に関する科目》 学校体験活動 1 15 ◆
《教職に関する科目》 養護実習事前事後指導 1 15 ◆
《教職に関する科目》 養護実習Ⅰ 1 45 ◆
《教職に関する科目》 養護実習Ⅱ 3 135 ◆
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